
予算要求資料
令和２年度当初予算　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費
	事業名　新 岐阜関ケ原古戦場記念館展示資料等収集費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　商工労働部 観光国際局 関ケ原古戦場整備推進課　開館準備係

電話番号：058-272-1111（内3109）

　　　　　　　                        E-mail：c11337@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　50,000千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財 産
収 入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	50,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	50,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
2020年7月に関ケ原町に岐阜関ケ原古戦場記念館が開館する。
記念館では、関ケ原の戦いに関する理解の増進を目的に関ケ原の戦いに関する資料の収集や保管、展示及び調査研究を行うこととしており、館の目的に資する史料の調達や複製史料の製作、また合戦が実際に行われた地ならではの地元史料の収集を行う必要がある。
（２）事業内容

①史料購入事業
・古物商等からの史料購入経費
②記念館展示用複製物制作事業（甲冑、肖像画、文書、立体物）
・原史料所蔵館との連絡調整経費
・所蔵館への複製料
・複製史料制作業務委託
③地元史料収集事業
・史料収集委員の調査経費（報償費、旅費）
（３）県負担・補助率の考え方

2015年3月に策定した「関ケ原古戦場グランドデザイン」に基づき、県が実施する事業であるため、県負担が妥当。
（４）類似事業の有無
岐阜県美術館、岐阜県博物館及び岐阜県現代陶芸美術館における史料収集費
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	930
	史料調査、複製物校正等

	報償費
	420
	地元史料収集委員報酬

	委託料
	27,950
	複製制作業務委託（甲冑、文書、刀剣等）

	備品購入費
	20,700
	史料購入、展示用備品

	合計
	50,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
「清流の国ぎふ」創生総合戦略

３　地域にあふれる魅力と活力づくり

（2）次世代を見据えた産業の振興
④観光産業の基幹産業化

（４）事業主体及びその妥当性
県が管理運営する施設での事業であるため県執行が妥当。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・古戦場の整備を通じ、関ケ原古戦場の更なる魅力を創出し、観光客数の増加を図るとともに、関ケ原古戦場を核とした周辺地域の周遊観光を振興する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業

開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	観光消費の経済波及効果
	  － 億円
（H - ）
	4,601億円

（H28）
	4,175億円

（H29）
	4,172億円

（H30）
	5,000億円

（R2）
	83.4 ％

	観光入込客数（実数）
	  － 万人（H - ）
	4,696万人
（H28）
	4,556万人
（H29）
	4,603万人
（H30）
	4,600万人

（R2）
	100.1 ％

	外国人延べ宿泊者数
	  － 万人
（H - ）
	 101万人
（H28）
	98万人
（H29） 
	  148万人
（H30） 
	150万人

（R2）
	98.7 ％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	2020年に向け、東海環状自動車道の全線開通など交通インフラの充実が進む中、これを観光誘客の拡大に最大限活かしていくため、県と関ケ原町が連携の上、古戦場の再整備等を進めていく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)
	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
関ケ原の戦いの史料は、そもそも点数が少なく、関ケ原古戦場を将来にわたり守り、伝えていくことを設置目的とする記念館として、それらの散逸や破損を防ぐためにも資料の収集、適切な管理が求められる。
また、記念館は、新設館であり、町の歴史民俗資料館から移管される史料を含めても資料点数が十分とはいえないことから、史料の充実、とりわけ関ケ原の戦いにおける重要な史料の所有が必要となる。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

史料の充実は、館の設置目的である関ケ原の史料保存や収集、館の魅力向上、他館との史料貸借関係構築等のためにも不可欠であり、継続して取り組む必要がある。また、展示内容のバランスや来館者のニーズを踏まえた選定を行っていく。　　


 （他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


